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【要　旨】本稿は上海南洋大学童子軍の1926年の日本訪問に焦点を当て、上海南洋大学童子軍の日本少年団
連盟との交流はどのようなものであったかを分析し、日本との交流が当時中国の代表的なボーイスカウト団
体である南洋大学童子軍にどのような影響を与えたのか、検証することを目的としている。
具体的な資料としては、①訪問団メンバーの一人であった沈葆昌の残した日本訪問見聞記、②招待側の少年
団日本連盟の機関誌の記録、③大阪毎日新聞と東京日日新聞の関連記事、以上の第一次資料を検討していく。
本稿の構成は以下の通りである。第１章では、上海南洋大学童子軍の発展史および国際交流活動について
概略を示す。第２章は、日本側が招へいした経緯及び上海南洋大学童子軍日本訪問団の内容について紹介す
る。第３章で、訪問メンバーの一人であった沈葆昌の記録を分析していく。第４章では、資料に基づきなが
ら両国少年の交流の様相を明らかにしていく。最後に日本訪問が上海南洋大学童子軍にとってどのようなも
のであったか、南洋大学童子軍がいかなる影響を受けたのかについて考察する。
本研究では上海南洋大学童子軍の日本訪問およびその後の影響について検証する。その上で、中国童子軍
が外国交流、とりわけ日本少年団との関わりを通じて、国際ボーイスカウト運動の一翼を担っていた事実を
確認していく。
はじめに
　1926年夏、大阪毎日新聞社と東京日日新聞社の招へいで、当時中国の代表的なボーイスカウト
（中国語で「童子軍」と呼称）団体である「上海南洋大学童子軍」（以下「　」略す）が日本を訪
れた。７月20日長崎に上陸後、８月４日の神戸離港まで日本各地を回り、日本の少年団との交歓
を果した。これは、中国童子軍史上において、２カ国間の実質的な国際交流としては初めての試
みであり、その交流相手が日本だったのである１。ちなみに、日本にとっても、ボーイスカウト
事業の２カ国間の国際交流はこれが初めてであった。両国にとって、記念すべき交流事業という
ことができる。
　本稿は上海南洋大学童子軍の1926年の日本訪問に焦点を当て、日本少年団連盟との交流はどの
ようなものであったかを分析し、日本との交流が当時中国の代表的なボーイスカウト団体である
南洋大学童子軍にいかなる影響を与えたのかを検証することを目的としている。
　具体的な資料としては、新たに発掘した①訪問団メンバーの一人であった沈葆昌の残した日本
訪問見聞記の他、②招待側の少年団日本連盟の機関誌の記録、③大阪毎日新聞と東京日日新聞の
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関連記事、以上の第一次資料を検証していく。
　イギリスを起源とするボーイスカウト事業は1910年代初頭に中国に伝播し、上海や武漢といっ
た外国列強の租界のある大都市を中心として組織が広がった。しかし、国内にあるミッション・
スクールや基督教青年会といったミッション系教育機関のネットワークを通じて発展したという
歴史的経緯があるため、この時期には日本との関わりがほとんど見られなかった。また、1928年
以後、北伐の成功及び国民党政権の成立を契機に、国民党は本格的に全国のボーイスカウトの改
組に力を入れたが、それはアメリカをモデルとするものであった。
　このような歴史的経緯があるため、中国や台湾の先行研究では中国のボーイスカウト史上にお
ける日本の影響は注目されていない２。また、日本側の研究では、少年団日本連盟の国際事業に
ついては、植民地や東南アジアの少年団との交流に焦点が置かれているため、中華民国童子軍と
の交流が看過されている３。
　このように先行研究は少ないものの、1926年に南洋童子軍、広東童子軍、1930年に上海滬江大
学童子軍、1936年に江蘇童子軍が相次いで日本を訪問し、日本の少年団との交歓を果たした。一
方、日本側からの上海への訪問も続いていた４。すなわち、中国のボーイスカウト団体にとって、
上海南洋大学童子軍の1926年の日本への訪問は日中ボーイスカウト国際交流事業の嚆矢だったと
言えよう。
　本稿は第１章で、上海南洋大学の略史、また上海南洋大学童子軍の発展史および国際交流活動
について概略を示す。第２章は日本側が招へいした経緯と上海南洋大学童子軍日本訪問団の内容
についての紹介である。第３章で、訪問メンバーの一人であった沈葆昌の記録を分析していく。
第４章では、日本少年団連盟および大阪毎日・東京日日新聞より、両国少年の交流を図った様子
を補足する。最後に日本訪問が上海南洋大学童子軍にとってどのようなものであったか、南洋大
学童子軍がどのような影響を受けたのかについて考察する。
　本研究で上海南洋大学童子軍の日本訪問およびその後の影響について検証することにより、中
国童子軍が日本少年団との国際交流を通じ、国際ボーイスカウト運動の一翼を担っていたことを
確認する。
　本文の専門用語について、ボーイスカウトは中国語では「童子軍」と表記し、本文では「童子
軍」を使用する際、中国側のボーイスカウトを指す。また、上海南洋大学童子軍は中国国内で一
般的に「（上海）南洋童子軍」と呼ばれている。その理由としては上海南洋大学自身の改称・統
廃合、及び南洋童子軍の所属機関だった上海租界の童子軍会の改組によってもたらされた数度に
わたる改名という背景がある（詳細は本文第１章で述べる）。本文で引用した資料に「南洋童子
軍」という呼称が使用された場合、上海南洋大学童子軍のことを指す。
　本文表記について文字は原則として常用漢字を用いるが、人名・地名等の固有名詞はの原文通
りに表記する。数字は原則としてアラビア数字を用いるが、引用等に使用されている漢数字は、
原則としてそのまま記載した。
一、上海南洋大学と南洋大学童子軍
　上海南洋大学（現中国上海交通大学）の前身は南洋公学である。南洋公学は1896年に近代科学
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技術領域における人材養成のため、洋務派官僚であり実業家の盛宣懐（1844-1961）の発起によ
り創設され、師範院、外院（付属小学校）、中院（中学校）、上院（高等予科）の四つの教育機関
から構成されていた。多くの日本留学生を輩出し、中国近代史におけるエリートを数多く育成し
たことで知られている５。
　民国時期には学校名が、「南洋公学」（1986年）―「上海高等実業学堂」（1905年）―「南洋大学」
（1911年）―「上海工業専門学校」（1913年）―「交通大学」（1921年）とたびたびと変わった６。
1915年に南洋公学において、ボーイスカウトが組織されたが、中学校（中院）と小学校（外院）
はそれぞれ別々に置かれていた。中学校の団長はイギリス人のA. H. LESLIE（同校のフットボー
ル監督を兼務）であり、小学校の団務の責任者がのちに日本訪問時に南洋童子軍の司令を務めた
沈維楨だった。創設初期は生徒自らの意思による加入という運営方法であった。中学校と小学校
は、それぞれ30人から40人までの団員を有していた。1915年冬に上海租界童子軍会７に登録し、
中学校の団が上海租界童子軍第９団として、小学校は第10団として編成された。
　1919春、上海租界童子軍会が初めて大会を開催した折り、中小学校の団はともに参加したが、
小学校の団が優勝した。1920年上海租界内外にある各々の童子軍会が合併し、上海童子軍連合会
となる。
　南洋公学の小学校の団は再び連合会に登録され、南洋付属小学校童子軍団と名乗るようになっ
た。そして1922年及び1923年の上海童子軍大会で優勝し、1924年の江蘇省童子軍大会でも優勝し
た、華々しい活躍を果たしていく。
　国際交流活動にも積極的であり、1924年の夏に第２回世界ジャンボリーがデンマークにて開催
され、中学校部より２名が中国代表として選抜され、小学校部は自費で教練の張江泉をオブザー
バーとして訪問団に参加させた。1925年と1926年の上海童子軍大会で再び優勝し、名声を高めた。
1926年には日本へ訪問し、帰国後組織拡大を図り、団名を南洋童子軍と改めた８。
二、南洋大学訪問団と招待側としての日本
１、招へいに至った経緯
　南洋大学童子軍の1926年の訪問は東京日日新聞社、大阪毎日新聞社、少年団日本連盟三者の招
待を受けたものであった。招へいの理由は、南洋大学童子軍の名声・実力と、1924年開催の第２
回世界ジャンボリーへの参加がきっかけであった。
　南洋大学童子軍の関係者と少年団日本連盟の幹部がジャンボリーの前に交流したことも大き
かった。1924年、三島通陽の率いる日本の参加者がデンマークへ訪問の途中、上海を経由した際
に、南洋童子軍が招待したものである。
　南洋大学童子軍の日本訪問の経費は東京日日新聞社と大阪毎日新聞社が出資し、かなりの高額
となった（表１は関連支出金額の内枠である）。では、なぜ日本側が招へいしたのか、その意図
について検討する必要がある。
　『朝日新聞』東京夕刊の1926年７月29日の第２版に掲載された南洋童子軍を「迎ふる喜び」と
いう記事の中に下記のような言説が見られた９。
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表１　南洋大学童子軍招待費清算
内譯 金額
28人分汽船費 金638円40銭
接待費 金166円
社員旅費及一行汽車賃 金488円66銭
長崎京都滞在歓迎費 金398円49銭
大阪滞在歓迎費 金192円57銭
接待費 金258円99銭
記章及写真帳代 金150円
印刷代、会食費、通訳謝礼、
其の他の雑用22件分
金461円91銭
合計 金１千605圓５銭
出典：「中華民国童子軍歓迎の経費に就いて」『少年団研究』
　　　第４巻第１号、31頁より、筆者作成。
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（近衛文麿の話より）
　「世界のボーイスカウト大会が今年第四回をスイスに開催される時に当って中華民国の代
表的ボーイスカウトを招待することは時宜に適した企てである、少年の天真爛漫の交歓裡に
益々両国の関係を深くすることと信じます。この国際的意義ある企てが将来両国親密の上に
如何に大きい結果をもたらすかを自分は大きい期待を持って待ちます」。
（渋澤榮一の話より）
　「（前略）外国の少年諸君を迎へて国際心を子供の中からやしなふとは私の年来の持論で
ある、今般図らずも支那の少年団を迎えることはこの望みの一つをきたす意味ばかりでも私
は非常に喜ばしい。（中略）従来日本へ留学した支那の人が当然親しみがおおかるべきであ
るのに帰国の上往々排日の急先鋒となるのはつまり日本人が隣国の親友であることを忘れ思
はしからぬ待遇や新進のない素振りをするのでそんなことになるのである、それを考へこれ
を思ひ決してこの少年団諸君に対しても軽々しいお祭り気分などになってはいけない」。
　上記の言説から見ると招へいの目的は、明らかに「日支親善」のためだった。しかし、ここで
指摘すべきは、日中両国の児童の親善が「日支親善」につながるという日本側の企図と、南洋大
学童子軍のそれとは異なる意図であったということである。なぜならば、２つの新聞社の関連す
る記事を分析したところ10、日本側は児童の親善から国家間の交流に発展し、日本と中国との国
際関係の改善につながることを意図していた。しかしながら、南洋側には、ボーイスカウト同士
の立場から、児童の親善を図ろうというスタンスが根底にあったように思える。すなわち日本側
は児童の関係から国家間の交流に発展することを期待したが、南洋公学側はあくまでも児童の交
流というレベルで訪問を捉えていたのである。
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表２　南洋大学童子軍日本訪問団メンバー
担当 身分／年齢 氏名 担当 身分／年齢 氏名
團長 職員 沈叔逵（字：慶鴻）
隊員
15歳 秦寶鳳
司令 職員 沈維楨（字：同一） 16歳 何啓彬
營務主任 職員 鄭潤樂 15歳 陸兆楨
英語通訳 職員 杜定友 14歳 石壽頤
日本語通訳 職員
郭宗儀  
葉傳雄
旗係 19歳 張瑞
号令係 15歳 萬瑞庭
演出主任 職員 沈葆昌 藍隊隊長 18歳 葉南
記録係 職員 張江泉 副隊長 16歳 錢沅
撮影係 職員 沈葆琦
隊員
17歳 徐瑞霖
總隊長 19歳 徐肇和 16歳 杜永康
黄色隊隊長 19歳 葉世湘 16歳 郭宗儀
副隊長 15歳 楊炳琥 16歳 胡世皞
隊員
15歳 鄭錫銘 15歳 沈葆中
15歳 柴誌堅 14歳 楊之漢
15歳 葉傳雄 13歳 虞順慰
　　　出典：「若き支那の象徴、童子軍」『東京日日新聞』朝刊、1926年７月20日（火）、７頁より、筆者作成。
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２、南洋大学童子軍訪問団のメンバー
　団長を務めた沈叔逵は南洋大学付属小学校と中学校の責任者である。また、沈自身は南洋公学
が設立した師範学院初代の卒業生で、日本留学経験があり、のちに中国近代音楽の父ともされる
ほどの人物だった11。演出主任の沈葆昌・撮影係の沈葆琦・藍隊隊員の沈葆中の３人は沈叔逵の
息子たちである12。メンバーの中で、日本と何らかの関係を持つ者が少なくなかった。たとえば、
日本語通訳をしている郭宗儀と葉傳雄は日本育ちで、日本語が堪能であった。団員は28名で、そ
の中で最も若い虞順慰は上海実業家虞氏の息子で、童子団日本訪問の直前に日本から帰国したば
かりであった13。
３、訪問日程
　訪問は７月19日より上海を出発し、８月４日帰国するまで、合計17日の日程だった。長崎に上
陸し、先に関西地方（神戸―大阪―奈良―京都）を回り、次に関東地方（横浜―夏の村―東京―
日光）を回った。最後に日光より東京―静岡―浜松―美合村―名古屋の順に回り、最終的に神戸
で乗船し帰国した。訪問内容は主に①各地における少年団との交歓、②主催側であった東京日日
新聞社・大阪毎日新聞社の幹部およびその他の関係者の訪問、③各地における見学、④少年団日
本連盟の主催する第三回全国野営への参加であった。
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表３　中華民国上海南洋大学童子軍見学日程
日　付 場　所 内　　　容
７月19日 ◇上海出発　郵船会社長崎丸にて
７月20日 ◇長崎寄港　上陸市内見学の後歓迎会へ
７月21日 神戸 ◇神戸上陸　市内見学市長晩餐会へキャンプ一泊
７月22日 神戸―大阪
◇大阪毎日新聞社大会議室にて歓迎会及大阪連合少年団茶話会◇市庁訪問　市
長公室で市長歓迎辞◇大丸ボーイスカウト歓迎晩餐会（午後５時）◇濱寺海水
浴場キャンプ大阪少年団代表50名参加
７月23日 大阪―奈良 ◇濱寺午前９時出発　◇大阪自由日　夕奈良へ１泊
７月24日 奈良―京都 ◇奈良市長歓迎会　◇市内見学後夕京都へ１泊
７月25日 京都 ◇京都こども博覧会見学京都泊まり
７月26日 京都―横浜 ◇京都自由日　◇京都駅午後９時50分発横浜へ
７月27日
横浜―
夏の村
◇横浜駅着午前９時11分　◇市役所領事館訪問後市内見学午後３時三笠園へ　
◇夏の村鶴見三笠園東京連合少年団歓迎キャンプ一泊
７月28日 東京
◇夏の村午前７時出発、途中多磨川園を見学して入浴、電車で東京駅午前10時
到着　◇東京日日新聞社差廻しの自動車にて　文部省　市役所外務省中華民国
公使館訪問表敬　◇東京日日新聞社歓迎午餐会　◇新宿御苑拜観　◇後藤総長
邸訪問　◇帝国劇場観劇午後五時（大倉男爵の招待）
７月29日 東京―日光
◇明治神宮参拜　◇上野公園　帝室博物館　動物園　◇澁澤子爵訪問　上野駅
午後12時25分発にて　王子駅下車瀧の川本邸にて午餐会◇日光へ　午後３時42
分王子駅発にて日光へ１泊
７月30日 日光―東京
◇日光見学　◇日光午後５時15分発上野駅同９時25分着
◇日華学会宿泊
７月31日 東京 ◇東京自由日　◇松屋呉服店午餐会　◇近衛侯爵晩餐会　◇日華学会宿泊
８月１日
東京―静岡―
濵松
◇東京駅午前８時15分発にて退京　◇静岡　午後12時50分着同市少年団歓迎会
同５時７分発濵松へ　◇濵松午後７時14分着歓迎会晩餐会１泊
８月２日 濵松―美合村
◇辨天島駅午後４時２分発豊島へ　◇豊島着同４時41分電車にて美合村全国野
営で１泊
８月３日
美合村―名古
屋―神戸
◇午前９時電車で名古屋へ　◇歓迎午餐会の後市内見学　◇少年団名古屋連盟
結盟式へ　◇晩餐会、午後10時34分発神戸へ
８月４日 神戸―上海 ◇午前５時13分神戸着　◇同11時郵船会社上海丸にて帰国
　　出典「中華民国上海南洋大学童子軍見学日程」『少年団研究』第３巻第10号、６頁より、筆者作成。
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三、中国側の訪問記録――沈葆昌による「童子軍旅日紀聞」
　南洋大学童子軍に関する訪問記録は日中双方にある。中国側の資料は訪問団員の沈葆昌による
帰国後南洋学校の学校誌14――『南洋旬刊』に連載された「童子軍旅日紀聞」である。この連載
記事は訪問団が上海から関西方面への旅を終えて、横浜に向かおうとする７月26日の月曜日まで
の部分だけが残され、８日間の旅の記録は12回にわたり連載されている。
　沈の見聞記にはいくつかの特徴がある。第１は、経験したことを細大漏らさずに記録している
ことである。日本の少年団と一緒にキャンプした際の様子を記述があるが、沈は客観的な事実を
列挙している。これは、日中の記録を照合した際に双方がほぼ一致していることからうかがえる。
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第２は、日本の科学技術を驚くほど詳細に紹介している点である。長崎丸に搭乗してからも船の
構造やエンジンの動き方など、また神戸にて鉄鋼工場への見学においても、使用しているものの
名称や数字まで記している。
　第３は、観察の鋭さ及び日本の活動への高い評価である。沈の見聞において、日本少年団にし
ろ、日本社会にしろ、自国にとって学ぶ価値があると判断したものについては、積極的に学ぼう
とし、讃えている。たとえば、訪問団が長崎で出会った少年団の中で、ボーイスカウトのユニ
フォームがない団体があって、見た目は整然としていなかった。しかし、沈は彼らの元気溌剌な
ところに着目し、制服がなくても、われわれには劣っていないと指摘している15。また、訪問地
のいたるところで、現地の少年団または市民団体の歓迎を受けた沈は、日本の少年団が市民団体
の一員としての立場を確立し、子どもながらプライドを持って活動していることについて感心し
ている16。また、社会の習慣については、日本人は規則を守り、綺麗好きで、仕事のやり方が着
実であるといった感想を残している17。
　第４には、少年たちの心の交流についても、詳細に記載している点である。たとえば京都少年
団との別れの際については、「晩餐後、京都童子軍が見送りに来てくれた。一緒に歌を歌ったり
祝声をしたりして、音量が屋根を破るほどだった。両国のボーイスカウトがもう一度お互いに握
手をし、部屋の中を三回回り、曲『Auld　Lang Syne』を合唱し、お互いとても仲がよくなった。
出発する時が近づき、Iyasakaの掛け声を三回ほどして、双方とも別れを惜しんでいた」18と相手
への気持ちを記していた。
四、共同キャンプをはじめとする日本側の記録に見る両国少年の交流
　南洋大学童子軍が訪問の中で日本の少年団員ともっともよく交流したイベントは５日間にのぼ
る共同キャンプだった。具体的には、神戸（１泊）、大阪（１泊）、京都（２泊）、三笠園（１泊）
で行われた。以下では、少年団日本連盟の機関紙である『少年団研究』19及び大阪毎日新聞と東
京日日新聞の記事を検証しながら、共同キャンプの様子を中心に、両国の少年の交流の様子を分
析する。
１、神戸でのキャンプ20
　７月21日に神戸で上陸した童子軍たちは夕方に神戸市長黒瀬の宴会を後にし、キャンプが予定
された市内青谷の山林へ向かった。すでに先に到着していた神戸市連盟少年団員は、「親切に世
話を焼いて山林中に数十のテントを張り支那少年団を中心に円陣を作って」いた。童子軍との交
流を図るために、周到に準備がされていたことが分かる。
　南洋大学童子軍が到着後、双方の交流が始まった。その中身は「両国の国歌や団歌を合唱した
りハーモニカを吹いたり面白い日支のダンスなど両国隠し芸の競技会といった形」で行われた。
そして、南洋大学童子軍側の沈団長まで「先頭になって独唱や、支那樂の合奏などをし（た）」
ことが、お互いの交流が大変盛り上がっている様子を物語っていると言えよう。大阪毎日新聞の
記事ではすでに56歳の沈団長が「若者をしのぐ元気さには一同驚かざるを得なかった」と報道し
ている。
　南洋大学童子軍訪問団員の日本における初めての夜は「夏の夜の更けるのを忘れて原始的な
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キャンプ生活を心行くまで味わ（い）」、午後10時より山手同文書院寄宿舎に宿泊する形で過ごし
た。
２、大阪でのキャンプ
　神戸でのキャンプ１泊を終えた南洋大学童子軍は翌日大阪に到着し、夕方より大阪少年団の少
年と濱寺海水浴場でキャンプを行った。午後８時よりキャンプファイヤーが始まり、参加者が
200名ほどいた。集まってきた団は「大丸、御津、高津中学ロバース、明立、曽根崎、汗愛、恵美、
信生、清堀、十合、愛旭」21など数十団であった。
　キャンプファイヤーの点火式が終わると、両国の少年が次々に演目を出し合い続けた。大阪側
が何かやれば、南洋側もそれに応じ、「歌に、踊りに諸芸が順次に展開された」。キャンプファイ
ヤーでは、お互いに言葉は通じないため、歌の意味は理解できなかったとはいえ、さまざまな物
事の音を真似する時間があって、それで、双方の相違を知ることができた。たとえば、日本では
「雷ゴロゴロ、雨ジャジャ」が、中国の子どもに言わせると「雷グルグル、雨シャシャ、大砲プ
ンプン、鉄砲シャンシャン、鶏ケカケッケー」であったので、双方が大笑いの中で交歓ができた
様子が報道されている22。
　両国の少年が続々と演目を続けた様子について、「柔道の型を示せば、御国振りの槍術があり、
ハーモニカをやれば笙曲をもって酬ひられ、奇術手品をやれば舞踊もあり、最終に銅鑼囃しで滑
稽踊りを見せられて興は何時果つるとも分からなかった」と、大阪側の少年による記録が残され
ていた。そして、南洋との交歓について「僅か半夜の交歓ではあるが、健児達の真摯快活なる交
際感興は百年の知己であるようになってしまった」という感想まであった23。
３、京都での交流――キャンプと市内見学
　南洋大学童子軍は７月24日に奈良からり京都へ向かい、夜は京都東山で京都少年団と一緒に
キャンプを行った。キャンプ先の東山太閤坦に「京都少年団の手で林間にテントが張られてあり
各テントに荷物を収めた後、かがり火を真ん中に囲んで互に隠し芸を演じキャンプ・ファイヤー
で限りなく親善を尽くし（た）」24。
　７月25日も京都に続けて滞在した南洋大学童子軍は、その日の午後に京都少年団の児童に案内
され、京都の市内見学をした。この時の様子について、同行の日本側の関係者である東京日日新
聞社事業部長の楢崎観一が次のように記している。「京都で両国の少年達が五六人づつ一組みを
作り日本少年側の案内で一日を京都見物に暮らした時のお話に、支那語はもとより通じませんの
で、互いに覚束ない日本語、英語の片言交じり、それでも分からない時は手まね足まねで、盛ん
に意思疎通を計り、嬉々しいとして楽しく遊んだ」25と、両国の少年がとても楽しく親睦を深め
た様子を伝えた。また、市内見学の際に、「京都ボーイスカウトの各家庭で歓待され日本の家庭
に親し（んだ）」南洋大学童子軍もいた26。
　京都においては、南洋大学童子軍の滞在が２泊３日にも及んだため、京都少年団の団員と親し
く付き合うことができた。そのため、出発の前の歓送会では、「既に十年の知己にも似たる彼我
団員は数番の唱歌会唱の後に『君が代』の合唱をなし、『オールド・ラング・サイン』を合唱し
た時は、心から涙ぐましくも別れを惜しんだ、中には明らかに眼に露を宿したものもあったのは
事実である」27と団長の中野生は記録している。この記述は、上述の沈葆昌による京都少年団員
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と別れの際の記録に通じるものがあり、両団団員の心からの交流が実現したことを象徴するもの
であろう。両国の史料の一致は、児童同士の親睦が成功したことを意味していると思われる。
４、三笠園でのキャンプ――盛大な歓迎式　
　７月27日、南洋大学童子軍は横浜を訪れ、その後三笠園で東京連合少年団とキャンプ生活を
行った。その歓迎ぶりについて、東京日日新聞は以下のように報道している28。「（南洋大学童
子軍）一行の電車が生麦の停留所に『イヤサカッ』と『ウエーシー』の歓迎を破って停まる、そ
こに子爵三島（通陽、筆者付）理事長の率いた廿八少年団体、鶴見青年団の百五十名、中西鶴見
町長をはじめ町有志が出迎へた。青年団を先頭に間道を縫うて三笠園へ、園の入り口そこには後
藤総長や久邇侯、二荒伯その他委員の顔がそろっている、簡単なしかも感激に満ちた挨拶の後童
子団は僚友の幕営ながら芝のアーチがある、松の枝でつづったウエルカムの標札がある、午後五
時、村に響くスペース・アーチの曲に青草の広場に歓迎の式が始められた、総勢六百の団員で作
る大輪の中のボールには、春日色調の率いる健児音楽団の『中国国歌』の奏楽裡に『五色の旗』
が掲げられた」。
　盛大な歓迎式には東京少年団の南洋大学童子軍への歓迎の誠意が感じられると言えよう。お互
いの国旗の掲揚式の後に、三島通陽理事の挨拶に続き「今中国童子団を迎えるに当たって私は言
葉が出ません、ただ心と心の相和というとだけです、純真な感情に相訴へて結びつく、これが私
の歓迎の辞であります」と後藤新平総長の祝辞があった。
　上記の記録によれば、合計５日間のキャンプでは、上海南洋大学童子軍と日本少年団の団員が
共同キャンプをはじめとする充実した交流の時間を過ごしたことが分かる。そして、京都では、
自由活動の時間に市内見学や日本少年団員の家庭へ訪問するなど、両国の少年の間での真の親交
が図られたように思われる。
五、帰国後の改組
　日本での訪問を終え、帰国した南洋大学童子軍は、すぐに自団体の「改組」を行った。その理
由においては、「日本への訪問を経て、訓練により力を入れるようになった」29と記され、日本か
ら刺激を受けた様子が伺える。改組の内容は、高校団員をローバースカウト30へ編成し小学校の
童子軍事業を手伝うこと、中学校全員を13チームに編成し、小学校全員を６チームに編成するこ
とだった31。そして、日本側の接待に報いるために、さらに国際交流のために、訪日団一同で将
来日本少年団が中国に来ることに備え、準備を始めた。日本語の研究会を設置し、毎週水曜日に
集会を開いた。団名を「弥栄（いやさか）」とし、精進する意味を持って、仕事に励むとした32。
　1924年の第２回世界ジャンボリーの際に、南洋童子軍はヨーロッパ側のボーイスカウト事業の
視察をし、帰国後自校でもローバースカウト（18歳以上のスカウトを対象として活動する部門）
の提唱をしたが、実施に至らなかった。しかし、日本への訪問をきっかけに上海から長崎へ向か
う長崎丸の中でメンバー７人を集め、正式にローバースカウトが成立した。帰国後、さらにオー
ルドスカウト（スカウト活動に熱心な経験者）の意見を集め、規則を制定し、南洋童子軍がボー
イスカウト研究を進めるための体制を整えた。
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終わりに
　本稿は上海南洋大学童子軍の1926年の日本訪問に焦点を当て、上海南洋大学童子軍の日本少年
団連盟との交流はどのようなものであったかを分析し、日本との交流が当時中国の代表的なボー
イスカウト団体である南洋大学童子軍にどのような影響を与えたのか、検証することを目的とし
ている。
　具体的には南洋大学童子軍が日本へ訪問した際の、日中両国の記録を分析することにより、中
国童子軍にとっての日本との交流の意味を検証した。中国側は、船のエンジンやトンネルを通る
電車など日本の近代科学技術をすべて新鮮に感じ、日本の社会の風土、習慣、についても興味を
抱いたことが記録に残されている。この交流を通じ、中国側は日本という社会を知り、自国と比
較することで、見識を広げたのである。
　沈葆昌の記録は、進行について客観的な事実を記録するものが中心であった。しかしながら、
京都少年団との別れの際については、「別れを惜しむ」心情が記録されている。さらに、それが
日本側の記録と一致している。両者がこの交流を通じ、お互いに気持ちを通じ合わせ、親善を図
ることができたと言えよう。
　また、日本側の資料から、共同キャンプなどを通じて、両国のスカウトが非常に活発な交流を
行ったことが分かった。このことにより主催側の「日華親善」といった政治的な意図があったに
もかかわらず、上海南洋の童子軍たちは、スカウトとしての日本の友人と交流し、自分自身のス
カウト人生において、良い経験を得ることができたと考えることができる。
　また、日本訪問の影響としては、①南洋大学童子軍の改組――組織の拡大再編成と訓練により
力を入れたこと、②訪問団帰国後に日本語研究会を設立し、さらに団名を「弥栄」へと改名し、
日本にならって、精進する気持ちをより重視したこと、③ローバースカウトを編成し、次世代の
ボースカウトの養成とボーイスカウト事業の研究機能を付与したこと、以上の３つを挙げること
ができよう。
　今後の研究上の課題として、スカウト同士としての友情を結んだ少年団日本連盟と南洋大学童
子軍とが、その後の戦時下において、どのような交流を続けていたか、またそこにはどのような
葛藤があったのかを、検討していきたいと考える。
 ＜注＞
１　1924年の第２回国際ジャンボリーへの参加にあたって、日本と中国との接触はあるものの、実質
的な二か国間の交流としては、日本との交流が初めてと言える。
２　中華人民共和国では1950年以後、童子軍活動を取り締まり、その代わりにソ連に範をとったピオ
ネール組織を導入した。そのため、ボーイスカウトは一般的に知られているものではなく、民国
時期における童子軍に関する研究が2000年以後ようやく展開を見せた現状がある。研究視点的に
は、国際的な視点が薄く、民国時期の童子軍活動を国際ボーイスカウトの一員として位置づける
上で考察するという傾向は、管見の限りでは見られない。
　　　一方、1949年以後も、童子軍事業を引き継いだ台湾では、童子軍に関する研究が盛んに行われ
ているが、歴史研究が少ないという特徴が挙げられる。筆者がボーイスカウト研究の盛んな台湾
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国立師範大学の博論修論全文データベースで「童子軍」をキーワードに検索すると、74件もヒッ
トした（2013年９月現在）が、歴史研究は2本しかない。一つは秦穗齡の『童子軍與現代中国的青
少年訓練（1911~1949）』（2004年度修士論文）で、もう一つは連建華の『中華民國童軍服務員訓練
歷史之研究』（2011年度修士論文）である。しかし、どちらも国際交流については言及していない。
３　日本における戦前のボーイスカウト（少年団）やガールスカウト（女子補導団）の国際交流または
海外にある団体の動きについて言及している研究として、主に下記のものがある。一つ目が田中治
彦氏の『少年団運動の成立と展開―英国ボーイスカウトから学校少年団まで―』（九州大学出版社、
1999年）である。田中氏は、満州事変時に満州国に駐在した長春健児団の動きと大日本少年団連盟
のドイツとの関わりについて取り上げている。二つ目は、矢口徹也氏の『女子補導団―日本のガー
ルスカウト前史―』（成文堂、2008年）である。矢口氏は大連にあった女子補導団について取り上げ
ている。三つ目に圓入智仁氏の『海洋少年団の組織と活動―戦前の社会教育実践史―』（九州大学
出版社、2011年）がある。圓入氏は海洋少年団が南洋遠航時に寄港地における現地の人々との交流
について取り上げている。しかし、これらの研究では、どれも中華民国のボーイスカウトとの交流
については言及していない。
　　　また、圓入氏が自らの科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書（平成24年６
月11日現在）『第二次世界大戦前における日本とタイの子どもの交流に関する研究』（機関番号
47118、研究期間2009－2011）において、「戦前の少年団は特定の国と人的交流をしていたのは、
満州を除くと、シャム（タイ）のルークスアと、米国の日系人によるボーイスカウトだけであった」
（報告書３頁目）と、日本の少年団の戦前における国際交流の相手を指摘したにもかかわらず、中
華民国のボーイスカウトが含まれていない。
　　　そのような現状の中で未刊行ではあるが、小畑修平氏の『国際交流と平和活動　日本に於ける
ボーイスカウト運動』（慶応後塾大学法学部卒業論文、ボーイスカウト日本連盟所蔵）では上海南
洋大学童子軍（1926年）と上海滬江童子軍（1930年）が、それぞれ少年団日本連盟と交流してい
たことについて、言及している。だが、氏の視点は日本を訪れた多くの外国のボーイスカウト団
体の中で、中国の訪問を考察したもので、中国側にとってはどのようなものであったのかという
視点は射程に入っていない。
４　日本から少年団が上海へ赴く目的は、専ら中国の童子軍と交歓を果たすためではなかった。上海
の日本人少年団との交歓や、世界ジャンボリーへ赴くため上海を通過するといったような形がメ
インだった。訪問してきた団体として、1929年の大阪御津健児団が挙げられる。その際、最初に
出迎えたのが南洋童子軍だった（「校聞：南院童子軍歓迎日童軍誌盛」『交通大学日刊』、1929年
第72期、３頁より）。また、1930年に第３回世界ジャンボリーへ参加するため、日本の少年団代表
団が上海を通過した際、上海南洋童子軍との交流があった（田村保「日華健児の交歓」『世界一周
スカウトの旅--第３回少年団国際大会派遣団』樺山少年団後援会、1931年、13頁）。
５　董宝良編『中国近現代高等教育史』華中科技大学出版、2007年、36頁。
６　「國立交通大學概况」『申報』1948年７月９日、７頁。
７　この時期の上海租界童子軍会の正式名称は「中華全国童子軍協会上海分会」である。
８　沈維楨「十年来南洋童子軍之略史」『南洋旬刊』1926年第３巻第４期、18－19頁。
９　「支那童子軍入京す　日本少年団に迎へられ」『朝日新聞』東京夕刊、1926年７月29日（水）、２頁。
10　筆者の調査では、大阪毎日新聞と東京日日新聞に掲載された南洋童子軍訪問に関する記事は、
1926年７月19日より８月７日までの間、計39本あった。
11　上海市徐匯区档案館編『百年影像歴史回眸　中西交融的徐家匯』上海錦綉文章出版社、2009年、82頁
12　傅徳華など編集『二十世紀中国人物伝記資料索引　下編３』上海辞書出版社、1329頁。
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13　「支那童子軍入京す　日本少年団に迎へられ」『朝日新聞』東京夕刊、1926年７月29日（水）、２頁。
14　南洋学校には複数の機関紙が発行されていた。この時期、並存したものには『南洋週刊』がある。
また、学校が改名される都度に、新たな機関紙が見られるようになる。南洋学校の資料を多く保
存している上海図書館には1925年11月より1927年２月までのものしか残っていない。
15　沈葆昌「本校童子軍東遊記事」『南洋旬刊』第３巻第１期、14頁。
16　沈葆昌「本校童子軍東遊記事」『南洋旬刊』第３巻第２期、15頁。
17　「日本人は規則を守り、綺麗好き」については沈葆昌「本校童子軍東遊記事」『南洋旬刊』第３巻
第１期、14頁で指摘され、仕事のやり方が着実であることは沈葆昌「本校童子軍東遊記事」『南洋
旬刊』第３巻第３期、15－16頁で指摘されている。
18　沈葆昌「本校童子軍東遊記事」『南洋旬刊』第４巻第２期、７頁。
19　ちなみに、少年団日本連盟は南洋大学童子軍訪問団を歓迎し、10月号を「野営生活と童子軍歓迎
記念号」にした。普段の機関紙の表紙にはボーイスカウトのマークを使用していたが、10月の記
念号の表紙ではボーイスカウトの一少年の姿を描き、その背景は日本と上海の地図をコラージュ
したものだった。
20　神戸におけるキャンプ時の交流の様子についての引用先は「海からも陸からも一斉に万歳の声夜
は青谷のキャンプ生活に　日支両国の少年が心からの交歓」『大阪毎日新聞』朝刊、1926年７月22
日（木）、１頁より。
21　「大阪における南洋大学童子軍交歓」『少年団研究』第３巻第９号、22－23頁。
22　同上、23頁。
23　同上、23頁。
24　「圓い月を愛でつ々　入洛の童子軍」『大阪毎日新聞』朝刊1926年７月25日（日）７頁。
25　楢崎観一「子供から大人へよき贈物」『少年団研究』第３巻第10号、６頁。
26　「童子軍こども博へ　あす愈々入京」『東京日日新聞』朝刊　1926年７月26日（月）11頁。
27　中野生「京都に迎へた童子軍」『少年団研究』第３巻第10号、10頁。
28　三笠園での歓迎の様子については「衷心の歓迎に感激の童子軍　きのふ生麦『夏の村』に　市青
年団の歓迎式」『東京日日新聞』朝刊、1926年７月28日（水）、７頁より引用している。
29　「童子軍改組」『南洋旬刊』第３巻第２期、５頁。
30　ローバースカウトとは、ボーイスカウト運動の中で18歳以上の青年を対象として活動する部門の
ことを指す。
31　出所は同上。
32　「弥栄團成立」『南洋旬刊』第３巻第３期、10頁。
